
　
『
史
記
』
と
司
馬
遷
に
つ
い
て
は
既
に
膨
大

な
量
の
先
行
研
究
が
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
近
年
出
土
資
料
が
急
増
し
て
い
る
中
で

も
そ
の
史
料
的
価
値
は
揺
ら
ぐ
こ
と
は
な
く
、

出
土
資
料
の
存
在
を
前
提
と
し
た
新
た
な
段
階

の
『
史
記
』
研
究
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
し
、

こ
れ
か
ら
も
生
み
だ
さ
れ
続
け
る
だ
ろ
う
。
そ

の
中
で
、
近
年
の
日
本
に
お
け
る
『
史
記
』
研

究
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
一
人
が
藤
田
勝
久
氏

で
あ
る
こ
と
に
異
論
を
唱
え
る
向
き
は
あ
る
ま

い
。

　

水
利
組
織
、
軍
制
、
交
通
と
通
信
、
郡
県
社

会
の
実
態
な
ど
、
戦
国
秦
漢
期
に
関
す
る
藤
田

氏
の
研
究
領
域
は
多
岐
に
わ
た
り
、
既
に
『
中

国
古
代
国
家
と
郡
県
社
会
』（
汲
古
書
院
、
二
〇

〇
五
）、『
項
羽
と
劉
邦
の
時
代

―
秦
漢
帝
国

興
亡
史
』（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
、
二
〇
〇
六
）、

『
中
国
古
代
国
家
と
社
会
シ
ス
テ
ム

―
長
江

流
域
出
土
資
料
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇

九
）
と
い
っ
た
各
分
野
の
専
著
が
世
に
問
わ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
と
リ
ン
ク
し
つ

つ
一
貫
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
の
が
資
料
論
、

特
に
中
国
古
代
史
研
究
の
基
本
資
料
た
る
『
史

記
』
の
資
料
論
で
あ
る
。

　

藤
田
氏
に
よ
る
『
史
記
』
関
連
論
文
は
二
十

篇
を
優
に
越
え
て
い
る
。
既
に
そ
の
一
部
は
大

著
『
史
記
戦
国
史
料
の
研
究
』（
東
京
大
学
出
版

会
、
一
九
九
七
、
中
文
訳
、
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
〇
〇
八
）
に
ま
と
め
ら
れ
、
そ
こ
で
は
本
書

の
内
容
と
直
接
か
か
わ
る
、『
史
記
』
と
そ
の

素
材
と
見
ら
れ
る
資
料
と
の
比
較
が
行
わ
れ
て

い
る
。
ま
た
『
司
馬
遷
と
そ
の
時
代
』（
東
京
大

学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
）
は
司
馬
遷
の
生
涯
を

歴
史
的
背
景
を
含
め
て
全
面
的
に
再
構
成
し
た

も
の
、『
司
馬
遷
の
旅

―『
史
記
』
の
古
跡
を

た
ど
る
』（
中
公
新
書
、
二
〇
〇
三
）
は
司
馬
遷

の
旅
行
経
路
を
藤
田
氏
が
実
際
に
踏
破
し
た
記

録
で
あ
る
。
そ
し
て
司
馬
遷
の
全
旅
行
を
追
体

験
す
る
ほ
ど
の
情
熱
を
背
景
に
次
々
と
発
表
さ

れ
続
け
て
き
た
藤
田
『
史
記
』
論
の
最
新
の
成

果
が
、
本
書
『
史
記
戦
国
列
伝
の
研
究
』
な
の

で
あ
る
。

　

本
書
は
序
章
と
終
章
を
含
む
六
つ
の
章
か
ら

な
り
、
最
後
に
「『
史
記
』
列
伝
の
素
材
」「
戦

国
略
年
表
」
の
二
つ
の
表
が
付
さ
れ
て
い
る
。

各
章
の
原
型
と
な
っ
た
論
文
に
は
二
〇
年
以
上

前
に
発
表
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ

近
年
の
研
究
状
況
・
出
土
資
料
状
況
を
ふ
ま
え

た
改
稿
・
増
補
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
。『
史
記
』

解
剖
さ
れ
る
『
史
記
』

柴
田
　
昇

藤
田
勝
久
著

史
記
戦
国
列
伝
の
研
究

A5判　314頁
汲古書院［7350円］

  『東方』370号（2011年 12月）　　20



21　　解剖される『史記』

の
中
で
列
伝
は
、
歴
史
の
中
の
人
間
と
社
会
が

生
き
生
き
と
描
き
出
さ
れ
た
、
読
ん
で
最
も
面

白
い
部
分
と
い
っ
て
よ
い
。
本
書
は
、
そ
の
列

伝
が
ど
の
よ
う
な
材
料
か
ら
成
り
、
そ
れ
ら
の

材
料
が
ど
の
よ
う
な
脈
絡
で
配
列
さ
れ
て
い
る

か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
『
史

記
』
を
素
材
レ
ベ
ル
ま
で
腑
分
け
す
る
こ
と
を

通
じ
て
そ
の
構
造
を
理
解
す
る
こ
と
を
基
本
的

な
目
的
と
す
る
書
物
で
あ
る
。
以
下
、
本
書
の

内
容
を
概
観
し
て
い
こ
う
。

　

序
章
「
戦
国
、
秦
代
出
土
史
料
と
『
史
記
』」

で
は
、
漢
代
の
資
料
状
況
の
全
体
像
と
そ
の
中

で
『
史
記
』
編
纂
に
あ
た
っ
て
利
用
さ
れ
た
資

料
／
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
資
料
の
そ
れ
ぞ
れ
の

性
格
が
論
じ
ら
れ
る
。
本
論
は
以
下
の
四
つ
の

章
で
構
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
個
別
の
列
伝
な
い

し
は
類
似
性
の
あ
る
列
伝
グ
ル
ー
プ
が
検
討
の

対
象
と
さ
れ
る
。

第
一
章　
『
史
記
』
諸
子
列
伝
の
素
材
と
人

物
像

第
二
章　
『
史
記
』
穣
侯
列
伝
の
編
集
方
法

第
三
章　
『
史
記
』
蘇
秦
・
張
儀
列
伝
と
史
実

―
戦
国
中
期
の
合
従
と
連
衡

第
四
章　
『
史
記
』
戦
国
四
君
列
伝
の
史
実

　

序
章
～
第
四
章
を
通
読
し
て
得
ら
れ
る
『
史

記
』
像
及
び
戦
国
列
伝
像
の
要
点
を
評
者
な
り

に
整
理
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
か
。

　

①
『
史
記
』
列
伝
の
諸
篇
か
ら
は
、
ア
、
紀

年
資
料
が
な
く
ほ
ぼ
記
事
資
料
だ
け
で
構
成
、

イ
、
紀
年
資
料
と
記
事
資
料
の
組
み
合
わ
せ
、

の
二
つ
の
編
集
パ
タ
ー
ン
が
見
出
さ
れ
る
。

　

②
『
史
記
』
編
集
時
に
素
材
と
さ
れ
た
資
料

は
、
漢
代
ま
で
伝
え
ら
れ
る
過
程
で
あ
る
程
度

の
編
集
を
経
て
書
籍
の
形
態
に
ま
と
め
ら
れ
て

い
た
も
の
が
中
心
で
あ
る
。
ま
た
太
史
令
が
所

属
し
祭
祀
儀
礼
な
ど
を
司
る
漢
の
太
常
の
職
務

に
関
係
す
る
資
料
が
多
い
。
逆
に
、
行
政
・
法

令
・
財
務
・
裁
判
等
に
関
わ
る
資
料
は
あ
ま
り
使

用
さ
れ
て
い
な
い
。

　

③
従
来
『
史
記
』
の
資
料
収
集
・
作
成
に
つ

い
て
は
司
馬
遷
の
旅
行
取
材
が
重
視
さ
れ
て
き

た
。
し
か
し
『
史
記
』
の
記
事
中
に
お
け
る
情

報
分
布
状
況
は
司
馬
遷
の
旅
行
経
路
に
必
ず
し

も
対
応
し
て
お
ら
ず
、
司
馬
遷
が
旅
行
し
た
は

ず
な
の
に
著
し
く
情
報
量
の
少
な
い
地
域
が
存

在
す
る
。
ま
た
旅
行
の
主
目
的
も
著
述
の
た
め

の
資
料
収
集
と
は
考
え
難
い
。
司
馬
遷
の
旅
行

の
見
聞
は
主
に
論
賛
に
記
さ
れ
、
人
物
評
価
に

生
か
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

④
『
史
記
』
戦
国
列
伝
に
お
け
る
編
年
の
基

本
と
な
っ
て
い
る
の
は
秦
紀
年
で
、
一
部
に
趙

紀
年
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
全
体
と
し
て
、
秦

国
と
そ
の
周
辺
に
関
係
の
深
い
人
物
に
は
紀
年

資
料
が
多
く
、
こ
れ
ら
は
比
較
的
史
実
に
近
い

も
の
と
考
え
て
よ
い
。
逆
に
紀
年
資
料
が
少
な

い
人
物
の
列
伝
は
信
頼
性
に
問
題
が
あ
る
可
能

性
が
高
い
。

　

⑤
記
事
資
料
は
戦
国
故
事
（
歴
史
的
実
状
を

踏
ま
え
た
も
の
）
と
説
話
（
物
語
的
資
料
）
に
大

別
さ
れ
る
。
ま
た
戦
国
故
事
の
中
に
も
、
書
信

や
奏
言
の
様
な
資
料
に
近
く
事
実
性
の
高
い
も

の
と
、
原
資
料
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
複
雑
化
し

た
説
話
に
近
い
性
格
を
持
つ
も
の
が
あ
る
。
列

伝
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
記
事
資
料
は

基
本
的
に
先
行
す
る
文
字
資
料
に
拠
る
も
の

で
、
司
馬
遷
に
よ
っ
て
創
作
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
記
事
は
少
な
い
。

　

⑥
司
馬
遷
は
列
伝
編
集
に
あ
た
り
事
績
の
配

列
に
よ
っ
て
そ
の
人
物
に
対
す
る
評
価
を
示
そ



の
分
析
以
外
に
、
要
所
要
所
で
戦
国
史
や
出
土

資
料
に
関
す
る
氏
の
立
場
・
見
解
が
披
瀝
さ
れ
、

蘇
秦
・
張
儀
の
外
交
官
的
性
格
、
戦
国
期
に
お

け
る
郡
県
制
と
封
建
制
の
二
重
体
制
に
よ
る
国

家
形
成
の
進
展
、
戦
国
封
君
領
と
漢
代
諸
侯
国

の
類
似
性
、
戦
国
七
国
の
地
域
的
特
質
な
ど
に

関
す
る
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
終
章
で

は
、
戦
後
日
本
の
中
国
古
代
史
研
究
を
リ
ー
ド

し
て
き
た
い
わ
ゆ
る
「
秦
漢
帝
国
論
」
を
構
成

す
る
諸
研
究
に
対
し
て
の
批
判
的
考
察
も
な
さ

れ
て
お
り
、
氏
の
『
史
記
』
研
究
が
、『
史
記
』

と
い
う
一
つ
の
文
献
へ
の
関
心
だ
け
に
よ
る
も

の
で
は
な
く
、
戦
国
秦
漢
期
に
お
け
る
国
家
・

社
会
の
全
体
像
の
解
明
と
い
う
大
き
な
課
題
の

中
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
垣
間
見
え

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
書
は
膨
大
な
資
料
収
集
に

支
え
ら
れ
幅
広
い
視
野
を
持
つ
、
日
本
に
お
け

る
『
史
記
』
研
究
の
重
要
な
成
果
の
一
つ
と
言

え
る
。
し
か
し
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、

『
史
記
』
は
五
帝
の
時
代
か
ら
司
馬
遷
が
生
き

た
前
漢
中
期
ま
で
の
長
い
時
代
を
扱
っ
た
通
史

で
あ
る
。
本
書
の
分
析
対
象
は
基
本
的
に
戦
国
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期
の
人
物
の
列
伝
に
限
定
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど

も
、そ
こ
で
示
さ
れ
た
分
析
の
方
法
は
当
然『
史

記
』
の
他
の
部
分
に
も
応
用
可
能
で
あ
ろ
う
し

（
既
に
付
表
「『
史
記
』
列
伝
の
素
材
」
に
そ
の
一

端
が
見
出
さ
れ
る
）、『
史
記
』
と
い
う
書
物
を

ト
ー
タ
ル
に
理
解
す
る
た
め
に
は
そ
の
よ
う
な

作
業
は
必
須
の
過
程
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
藤
田

氏
自
身
、
終
章
で
「『
史
記
』
の
性
格
を
位
置

づ
け
た
あ
と
に
、
新
し
い
中
国
古
代
史
を
再
構

成
す
る
こ
と
が
目
標
」（
二
三
三
頁
）
と
述
べ
て

い
る
。
本
書
の
成
果
の
上
に
、
よ
り
全
体
的
な

『
史
記
』
の
見
取
り
図
と
既
存
の
枠
組
み
を
超

え
た
精
緻
な
戦
国
秦
漢
時
代
像
が
提
示
さ
れ
る

の
は
そ
う
遠
い
時
期
で
は
な
い
も
の
と
評
者
は

推
測
し
て
お
り
、
そ
の
日
を
刮
目
し
て
待
ち
た

い
と
思
う
。

　
　
　
（
し
ば
た
・
の
ぼ
る　

愛
知
江
南
短
期
大
学
）

　
　
　
　
　
　
　

 

♣

う
と
し
た
。
ま
た
司
馬
遷
に
は
国
家
の
興
亡
、

人
物
の
盛
衰
の
原
理
を
示
そ
う
と
す
る
意
図
が

あ
り
、『
史
記
』
戦
国
列
伝
に
は
各
人
物
の
事

績
を
「
登
場
―
全
盛
―
失
脚
・
滅
亡
」
と
い
う

記
事
配
列
パ
タ
ー
ン
で
示
す
も
の
が
見
出
さ
れ

る
。

　

終
章
「『
史
記
』
の
歴
史
叙
述
と
戦
国
史
」

で
は
、
本
書
の
議
論
が
藤
田
氏
の
こ
れ
ま
で
の

研
究
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
の
上
で
本
書

全
体
の
ま
と
め
が
な
さ
れ
る
。そ
し
て
本
書
が
、

藤
田
氏
の
史
記
研
究
の
三
つ
の
段
階
、
す
な
わ

ち
、

⑴
『
史
記
』
と
そ
の
種
本
に
当
た
る
資
料
と
を

比
較
す
る

⑵
司
馬
遷
が
利
用
し
た
も
の
以
外
も
含
む
漢
代

文
字
資
料
の
全
体
的
な
あ
り
方
の
中
に
『
史

記
』
の
素
材
・
編
集
を
位
置
づ
け
る

⑶
考
古
遺
跡
調
査
・
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
に
よ
る

情
報
を
取
り
入
れ
る

と
い
う
各
段
階
を
経
て
、
そ
の
上
で
あ
ら
た
め

て
『
史
記
』
戦
国
列
伝
を
考
察
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

　

こ
の
他
に
本
書
で
は
、『
史
記
』
そ
の
も
の


